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経済学部・堀ゼミ3年生がお薦めする「経営者が書いた本」（6） 

因数分解できる本 

  

私は、あるお笑い芸人がとても好きである。その人は、大輪教授。数学の素因数分解を使って笑いをとっているお笑い芸人である。彼は、

ある有名人の名前を挙げて、その人の構成がどうなっているかを面白おかしく素因数分解するのである。「いやー、数学をお笑いに持ってくる

ことができるんだな」と驚き、笑った。ここで感じたことが、色々と素因数分解をしてみると、そのものの本質が見えてくるということだ。

この本の前半部分で登場する経営者たちは、生き方も考え方、業種など色んな面で異なっているのにもかかわらず、経営方針とコーポレート・

ガバナンスに関しては、かなり酷似しているのである。一見すると、大企業の経営者はみな同じ考え方をしている。しかし、五人の経営者の

語った内容を深く読んで素因数分解をしてみる。そして、因数分解してみる。（簡単に言えば、共通するものをくくってしまう）そうすると、

この会社の経営者が他の経営者とは、この点で異なり、こういったことに力を入れて自分の会社を作っていっているのだと分かってくるので

ある。この本は、こういったことをしながら読むと、本質が掴みやすく読んでいて楽しめると思う。 

また、この本の後半では、六人の専門家によるコーポレート・ガバナンスが論じられている。コーポレート・ガバナンスは、新聞の経営欄

や法律欄でしか見たことぐらいしかなかった。企業統治というのは、経営学的な観点だけではなく、その経営が織り成す様々なところへ波及

するようである。この部分に関しては、まったく知識がなかったので、「ほうほう」とうなずき、ただただこのコーポレート・ガバナンスとい

う言葉を噛み砕いていた。そうすると、前半部での経営者たちのコーポレート・ガバナンスはどうなのかという疑問が出てきて再度、素因数

分解したノートを見て確認させられた。そうすると、専門家と経営者のコーポレート・ガバナンスが違ったりしていて、まだ日本ではベクト

ルも決まっていないものであるということをしみじみと感じた。 

 今までに、このような講義をまとめたような本を読んだことは何度かあったが、そのすべては色々な観点から書かれていたので、今回のよ

うに面白い（構成的に）と感じたことはなかった。一つ一つの章をまとめてみて、次の章へ行くとこの面白味が分かると思う。また、テーマ

だけを読むだけではなく、編集した人の意図を読むという隠された部分を読み解くのも、この本の醍醐味であると感じた。   

     （評者：阿部 貴） 

 


